
j
マ
春
ら
ん
ま
ん
真
妻
満
喫
ツ
ア
一
マ
ン
マ
マ
和
風
レ
ス
ト
ラ
ン
く
ヤ

i
マ
日
本
一
の
玉
の
福
宝
ま
い
り
一
る
マ
ふ
れ
あ
い
喫
茶
や
ま
び
ニ
マ

-一に
参
ら
ん
せ
!
ご
本
尊
宝
ま
い
り
一
北
京
飯
居
マ
紀
州
路
み
な
ベ
マ
海
7

一会
式
マ
触
れ
て
匂
っ
て
味
わ
っ
て
一
鮮
房
井
乃
芳

一
見
て
聴
い
て
!
五
感
に
磨
き
を
一
催
し
は
事
前
の
申
し
込
み
が
必

一

〔み
な
ベ
町
】
歴
女
と
歩
く
な
一
要
。
実
施
日
な
ど
問
い
合
わ
せ
は

一
ぎ
さ
の
古
道
、
熊
野
古
道
千
里
ケ
一
実
行
委
事
務
局

(
O
T
3
8
・z

き
聞
か
れ
る
。
昨
年
よ
り
7
庖
多
一
浜
マ
山
里
で
型
に
と
ら
わ
れ
な
い
一0

・4
9
7
2
)
ヘ
。
公
式
ウ
ェ

い
日
唐
突
地
元
の
食
材
を
使
っ
一
陶
芸
体
験
マ
2
日
限
り
の
コ
ラ
ボ
ブ
サ
イ
ト
は
豆
唱
え¥向
。。昌
弘
c

た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
。

一

ラ
ン
チ
マ
う
わ
さ
の
黒
パ
ン
を
石
一

一号
¥

閉
幕

金
丸
知
弘
さ
ん

(右
)
と
韓
国
の
テ
レ
ビ
ク
ル
l
ら

H
田
辺
市
龍
神
村
小
家
で

g雪里
」 ケ市
の|龍

多元詩

高島g 龍神村のアトリエ

ツマタが肝
印
南
町
川
又
の
国
道
4
2
5
号

沿
い
で
、
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
糾
の
落

葉
低
木
、
ミ
ツ
マ
タ
が
咲
き
始
め

た
。田
辺
市
と
の
境
界
に
あ
る
唐
尾

ト
ン
ネ
ル
か
ら
、
印
南
町
方
面
に

向
か
っ
て
約
1

・3
J付
近
に
数

、、、
龍
神
村
小
家
の

「ア
ト
リ
エ
龍
神

の
家
」
と
周
辺
を
取
材
し
た
。

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
よ
る
と
、

行
政
主
導
で
は
な
く
民
聞
が
手
を

組
ん
で
地
方
創
生
に
取
り
組
み
、

経
済
効
果
を
生
み
出
し
て
い
る
状

況
を
撮
影
す
る
た
め
日
本
を
訪
れ

た
。
龍
神
村
の
前
に
は
兵
庫
県
の

山
間
部
も
取
材
し
た
と
い
う
。
町

咲き始めたミツマタの花 (

十
株
が
生
え
て
い
る
。

ミ
ツ
マ
タ
は
名
前
の
通
り
、
枝

が
三
つ
に
分
か
れ
て
い
て
、
樹
皮

の
繊
維
が
和
紙
の
原
料
に
な
る
。

3
1
4
月
に
淡
黄
色
の
花
が
咲

く
。龍

神
村
で
は
、
地
域
の
食
材
を

使
っ
て
手
作
り
の
瓶
詰
食
品
を
販

売
し
て
い
る

「C
O
N
S
E
R
V

A
(
コ
ン
セ
ル
ヴ
ァ
)
」
で
、
経

営
者
の
金
丸
知
弘
さ
ん
か
ら
話
を

聞
い
た
。
同
じ
ア
ト
リ
エ
龍
神
の

家
に
住
む
切
り
絵
作
家
、
蓑
虫

(み
の
む
し
v

さ
ん
と
金
丸
さ
ん

が
交
流
す
る
様
予
も
撮
影
し
た
。
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